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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 売上総利益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 37,795 △9.6 7,799 37.6 2,941 49.5 2,784 52.1 1,938 43.5
2025年３月期 41,823 98.7 5,666 59.1 1,968 100.8 1,830 94.5 1,351 108.7

(注) 包括利益 2026年３月期 1,946百万円( 43.5％) 2025年３月期 1,356百万円( 109.3％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 60.56 59.71 23.5 5.7 7.8
2025年３月期 45.45 43.63 30.2 4.1 4.7

(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 △1百万円 2025年３月期 △22百万円

(注) 当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利
益」を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 44,262 11,474 25.5 313.15
2025年３月期 52,936 5,273 9.8 172.18

(参考) 自己資本 2026年３月期 11,293百万円 2025年３月期 5,184百万円

(注) 当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 △9,413 △676 8,077 13,494
2025年３月期 10,020 △1,170 △1,114 15,499

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 30.00 30.00 180 13.2 4.0
2026年３月期 － 0.00 － 8.00 8.00 288 13.2 3.3
2027年３月期(予想) － 0.00 － 8.00 8.00 13.7

(注) 当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。2026年３月期の第２
四半期以前の配当金については当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上総利益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 8,890 14.0 3,290 11.8 3,050 9.6 2,100 8.3 58.23



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 2社（社名）
クリアルアセットマネジメ
ント株式会社 他1社

、除外 －社（社名） －

(注) 詳細は、添付資料Ｐ13「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（連結の範囲又は
持分法適用の範囲の変更）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 36,066,200株 2025年３月期 30,115,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期 1,140株 2025年３月期 1,140株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 32,013,998株 2025年３月期 29,736,304株

(注) 当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」
を算定しております。

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 36,243 △12.2 2,854 58.1 2,717 59.1 1,917 51.2

2025年３月期 41,284 103.0 1,805 106.5 1,708 99.5 1,268 98.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 59.89 59.05

2025年３月期 42.65 40.95

(注) 当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前会計年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」を算
定しております。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 42,258 11,271 26.2 307.54

2025年３月期 51,473 5,100 9.7 166.43

(参考) 自己資本 2026年３月期 11,091百万円 2025年３月期 5,011百万円

(注) 当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前会計年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資
料Ｐ４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結累計期間におけるわが国の経済は、消費者物価指数の伸びが継続的に前年比2.0％を超過しインフレが継続す

るなかで、賃上げによる雇用・所得環境の改善が続き、緩やかな経済の回復が見られました。このような物価や経済

の状況を踏まえて、日本銀行は2025年1月及び12月に政策金利を引き上げ、金融政策の正常化も進展しております。ま

た、2025年10月に新政権が誕生し、今後の財政・金融政策の運営に注視が必要です。海外経済については、米国では

景気拡大が続く一方で、不安定な雇用情勢を踏まえた政策金利の引き下げが行われています。為替レートについては、

欧米の相対的に高い金利水準の継続により日本との金利差縮小には一定の時間がかかるとの見通しから円安水準で推

移しています。また、エネルギー価格は、2026年２月に発生した米国・イラン間の大規模な軍事衝突（イラン戦争）

を契機に急騰し、円安の影響もあり依然として高水準であり国内の物価上昇へと波及しております。加えて、米政権

の政策動向、地政学要因、中国経済の下振れなどの先行き不透明な状況を注視する必要があります。

当社グループが属する不動産及び不動産クラウドファンディング業界におきましては、円安を背景とする外国人旅

行者数・インバウンド消費の増加を背景に、国内ホテルの宿泊者数はコロナ禍以前を上回り、商業施設の販売額もコ

ロナ禍以前の水準を上回りました。一方で、中国による日本への渡航自粛要請による影響には注視が必要です。また、

レジデンスのうちマンションの売買市場におきましては、首都圏を中心に中古マンション、新築マンションともに平

米単価は上昇傾向を維持して高い水準を維持しています。また、日本の低金利と円安を背景にした海外投資家による

国内不動産への投資需要が継続しています。一方で、イラン戦争の影響は「ナフサショック」として、建築資材の供

給不足や価格上昇へと波及し、原材料費高騰や人件費上昇による建築コストの増加及び納期遅延、日銀の金融政策や

国内外の金融情勢の変化が及ぼす影響について、今後も注視する必要があります。

こうした環境の中、当社グループはこれまで「ＣＲＥＡＬ」サービスにおいて不動産特定共同事業法第２条第４項

第１号及び第２号（電子取引業務含む）に基づくファンド運営を行っておりましたが、2025年６月に不動産特定共同

事業法第２条第４項第３号及び第４号（電子取引業務含む）に係る許認可を取得し、SPC（特別目的会社）を活用した

ファンド運営が可能となりました。当該サービスのローンチ準備のため２か月程度を要したため、当連結累計期間の

ＧＭＶ(※)は昨年比微増に留まっております。2025年９月に初号案件が無事運用開始しており、2026年３月末時点で、

投資家会員数は13.8万人、累計投資金額は1,047億円を突破しました。「ＣＲＥＡＬ ＰＲＯ」サービスにおいては、

前期に自社バランスシートを利用したイレギュラーな大型の物件売却があった一方、当期においてはバランスシート

を利用した物件売却がなかったことから、売上高及び売上総利益は大きく減少しましたが、安定収入の基盤となるア

セットマネジメントフィーを着実に計上しております。そして「ＣＲＥＡＬ ＰＢ」サービスでは、中古ワンルームマ

ンションの販売本数を伸ばしました。一方で、事業拡大に伴い人員の拡充が進み、販売費及び一般管理費が大きく増

加いたしました。

また、2025年12月に、SBIホールディングス株式会社をはじめとする5社に対する第三者割当増資を実施し、成長投

資資金の獲得と財務基盤の強化が進展しました。

この結果、売上高は37,795,040千円(前年同期比9.6％減)、売上総利益7,799,007千円(前年同期比37.6％増)、営業

利益2,941,637千円(前年同期比49.5％増)、経常利益2,784,060千円(前年同期比52.1％増)、親会社株主に帰属する当

期純利益1,938,877千円(前年同期比43.5％増)となりました。

なお、当社グループは資産運用プラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略し

ております。

※ ＧＭＶとは「流通取引総額：Gross Merchandise Value」の略であり、「ＣＲＥＡＬ」においてファンド組成の

ために調達した資金額をいいます。



クリアル株式会社(2998) 2026年３月期 決算短信

－ 3 －

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における総資産は44,262,311千円となり、前連結会計年度末に比べ8,674,549千円減少しており

ます。これは主に、預託金が1,207,072千円、売掛金が541,170千円、仕掛販売用不動産が457,747千円、証券業にお

ける預託金213,000千円が増加した一方で、現金及び預金が2,004,923千円、販売用不動産が10,401,469千円減少した

ことによるものであります。

なお、この販売用不動産の減少は、前期まではCREAL事業において不特法１号・２号免許を活用していたことによ

り、販売用不動産がバランスシートに計上されていたところ、不特法３号・４号免許取得後は、SPC（特別目的会

社）を活用したオフバランスでのファンド運営が可能となり、当初の意図通り、事業拡大と並行してバランスシート

のスリム化が可能になったことによります。

(負債)

当連結会計年度末における負債合計は32,788,217千円となり、前連結会計年度末に比べ14,874,867千円減少して

おります。これは主に、１年内返済予定の長期借入金が1,653,839千円、クラウドファンディング預り金が

3,558,465千円、長期借入金が2,338,316千円増加した一方で、匿名組合出資預り金が23,562,410千円減少したこと

によるものであります。

なお、匿名組合出資預り金の大幅な減少も、前述の通り、不特法３号・４号免許取得により、SPC（特別目的会

社）を活用したオフバランスでのファンド運営が可能となり、当初の意図通り、事業拡大と並行してバランスシー

トのスリム化が可能になったことによります。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産合計は11,474,093千円となり、前連結会計年度末に比べ6,200,317千円増加して

おります。これは主に、第三者割当増資の実施及び新株予約権の行使により資本金、資本剰余金がそれぞれ

2,171,497千円増加し、親会社株主に帰属する当期純利益を1,938,877千円計上したことによるものであります。

なお、不特法３号・４号免許の取得によるバランスシートの改善効果と、第三者割当増資の実施により、自己資

本比率は前年同期比大幅に増加する結果となっております。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度に比べ2,005,103千円減少

し13,494,416千円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは9,413,909千円の支出（前年同期は10,020,598千円の収入）となりました。

これは主に、税金等調整前当期純利益2,651,615千円、棚卸資産の減少額9,932,430千円、クラウドファンディング預

り金の増加額3,558,465千円の影響により資金が増加した一方で、預託金の増加額1,207,072千円、匿名組合出資預り

金の減少額23,562,410千円の影響により資金が減少したことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは676,102千円の支出（前年同期は1,170,208千円の支出）となりました。これ

は主に、定期預金の払戻による収入300,075千円の資金が増加した一方で、定期預金の預入による支出300,256千円、

無形固定資産の取得による支出125,745千円、出資金の払込による支出418,540千円により資金が減少したことによる

ものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは8,077,209千円の収入（前年同期は1,114,305千円の支出）となりました。こ

れは主に、長期借入れによる収入9,849,947千円、株式の発行による収入4,332,473千円により資金が増加した一方

で、長期借入金の返済による支出5,857,792千円、配当金の支払額180,484千円より資金が減少したことによります。
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（４）今後の見通し

「人生百年時代」といわれる中、新NISA制度の開始や政府による「資産所得倍増プラン」の推進も相まって、個人

の資産運用への関心がかつてないほど高まっています。これに伴い、株式や債券など伝統的金融資産とは異なる特性

を有する新たな投資先として、個人投資家の間でも不動産を中心とするオルタナティブ投資も注目を集めています。

一方で、不動産投資業界は依然としてアナログな商習慣が根強く、デジタルトランスフォーメーション（DX）による

変革の余地を大きく残している業界といえます。業界全体が転換期を迎える中、DXの進展こそが企業の決定的な差別

化要因となる環境と考えられ、そのような環境の中、当社グループでは独自のITプラットフォームの構築および運用

プロセスのDX化を推進することで、競争優位性を発揮できるステージに入ったと考えています。資産運用の多様化と

IT化が進展する環境において、不動産ファンドオンラインマーケット「ＣＲＥＡＬ」、実物不動産への投資を通じた

資産運用サービスの「ＣＲＥＡＬ ＰＢ」は、より大きな成長機会が見込まれる事業環境にあるものと認識していま

す。

このような環境の中、当社グループにおいては、主力事業である不動産ファンドオンラインマーケット「ＣＲＥＡ

Ｌ」の認知度向上を、事業提携も含めた各種マーケティング施策の実行により推し進め、新規投資家の獲得を図って

いきます。2025年３月31日に申請が完了した不動産特定共同事業法３号４号事業の許認可を活用した新たなファンド

組成を積極的に展開することで、ファンドのオフバランス化を図るとともにＧＭＶの更なる成長を目指します。「Ｃ

ＲＥＡＬ」のＧＭＶの増加は、当社にとって多様で良質な不動産投資案件の提供機会の拡充につながり、規模の大き

な案件を取り扱えることにより、大型不動産を投資対象とした私募ファンド組成等を通じて「ＣＲＥＡＬ ＰＲＯ」

の機関投資家等へのクロスセルにつなげていくことができます。また、投資家会員の中には、「ＣＲＥＡＬ」での小

口での投資を契機に、実物不動産への投資を希望する投資家層も多く、そうした層に働きかけることで「ＣＲＥＡＬ

ＰＢ」へのクロスセルにもつながります。このような不動産ファンドオンラインマーケット「ＣＲＥＡＬ」を軸とし

た、各種事業間シナジーの発揮により、事業成長をしていく方針です。

次期（2027年３月期）の業績見通しにつきましては、上記に掲げる成長戦略を着実に実施することで売上総利益の

拡大を見込む一方、人件費を含む開発費用のほか、認知度向上のための広告宣伝費等の積極的な先行投資を行ってい

くことで、売上総利益8,890百万円（前年同期比14.0％増）営業利益3,290百万円（前年同期比11.8％増）、経常利益

3,050百万円（前年同期比9.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益2,100百万円（前年同期比8.3％増）を見込ん

でおります。

なお、2026年３月期以降の業績については、2025年３月31日に申請が完了した不動産特定共同事業法３号４号事業

の許認可取得及び同許認可に基づいたサービス開始により、主力事業である「ＣＲＥＡＬ」について、不動産クラウ

ドファンディングサービスに係る資産及び負債が連結貸借対照表に計上されるオンバランスでのファンド運用と、当

該資産及び負債が連結貸借対照表に計上されないオフバランスでのファンド運用が併存しております。また、収益構

造においても、従来の物件売却収入からフィー収入（手数料収入）中心のモデルへの移行が進んでいる状況にありま

す。こうした状況下、投資家の皆様に当社の企業価値評価を適切に評価いただくためには、会計処理に関わらずファ

ンド運用収益を適切に反映する売上総利益が有用な指標であると考えており、2026年３月期以降の業績予想について

は、売上総利益以下の段階利益の開示を行い、売上高予想については非開示とすることといたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社間の比較可能性を勘案し、当面は、日本基準に基づいて連結財務諸表を作成する

方針であります。IFRS（国際財務報告書基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を踏まえつつ国内の同業他社

の適用動向等を鑑み、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,699,531 13,694,608

預託金 2,638,591 3,845,663

売掛金 94,780 635,951

販売用不動産 30,711,112 20,309,642

仕掛販売用不動産 34,923 492,670

貯蔵品 426 3,866

証券業における預託金 867,000 1,080,000

証券業における信用取引資産 5,103 5,508

その他 704,196 1,496,493

流動資産合計 50,755,665 41,564,405

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 479,922 438,794

土地 491,412 434,078

リース資産 19,898 19,898

建設仮勘定 - 185

その他 51,587 89,772

減価償却累計額 △93,528 △132,932

有形固定資産合計 949,292 849,797

無形固定資産

のれん 85,488 73,275

その他 2,436 126,650

無形固定資産合計 87,924 199,926

投資その他の資産

投資有価証券 1,036 1,059

関係会社株式 730,742 729,618

長期貸付金 9,140 8,540

破産更生債権等 40,850 -

繰延税金資産 227,076 277,120

その他 213,281 669,142

貸倒引当金 △78,149 △37,299

投資その他の資産合計 1,143,977 1,648,182

固定資産合計 2,181,195 2,697,905

資産合計 52,936,860 44,262,311
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 - 1,636

短期借入金 2,019,540 1,956,983

１年内返済予定の長期借入金 1,090,810 2,744,649

リース債務 4,377 4,377

未払法人税等 400,131 565,422

賞与引当金 212,011 210,589

転貸損失引当金 10,320 5,520

クラウドファンディング預り金 2,654,008 6,212,474

匿名組合出資預り金 37,278,810 13,716,400

証券業における預り金 751,895 962,456

証券業における信用取引負債 5,103 5,508

証券業における受入保証金 75 58

その他 1,572,380 2,410,104

流動負債合計 45,999,465 28,796,179

固定負債

長期借入金 1,635,420 3,973,736

リース債務 10,709 6,331

転貸損失引当金 16,790 11,270

固定負債合計 1,662,919 3,991,337

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 700 700

特別法上の準備金合計 700 700

負債合計 47,663,084 32,788,217

純資産の部

株主資本

資本金 1,280,909 3,452,407

資本剰余金 1,180,909 3,352,407

利益剰余金 2,718,036 4,476,230

自己株式 △947 △947

株主資本合計 5,178,907 11,280,097

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13 37

為替換算調整勘定 6,061 13,744

その他の包括利益累計額合計 6,075 13,781

新株予約権 88,793 180,213

純資産合計 5,273,775 11,474,093

負債純資産合計 52,936,860 44,262,311
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 41,823,444 37,795,040

売上原価 36,157,161 29,996,032

売上総利益 5,666,282 7,799,007

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 781,480 813,740

支払手数料 232,357 285,573

支払報酬 146,391 162,381

役員報酬 120,741 144,057

給料及び手当 1,028,688 1,614,745

賞与引当金繰入額 212,316 210,412

法定福利費 185,026 274,741

減価償却費 16,219 31,845

のれん償却額 - 12,212

その他 974,804 1,307,660

販売費及び一般管理費合計 3,698,025 4,857,370

営業利益 1,968,257 2,941,637

営業外収益

受取利息 3,073 23,965

受取保険金 2,674 2,442

業務受託収入 4,625 4,800

還付消費税等 - 6,928

その他 2,486 3,665

営業外収益合計 12,859 41,802

営業外費用

支払利息 94,047 142,265

持分法による投資損失 22,540 1,124

支払手数料 30,499 27,691

株式交付費 - 28,282

その他 3,906 14

営業外費用合計 150,993 199,379

経常利益 1,830,123 2,784,060

特別損失

減損損失 - 132,444

特別損失合計 - 132,444

匿名組合損益分配前税金等調整前当期純利益 1,830,123 2,651,615

匿名組合損益分配額 △493 -

税金等調整前当期純利益 1,830,616 2,651,615

法人税、住民税及び事業税 513,988 762,781

法人税等調整額 △34,726 △50,044

法人税等合計 479,261 712,737

当期純利益 1,351,354 1,938,877

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △39 -

親会社株主に帰属する当期純利益 1,351,394 1,938,877
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 1,351,354 1,938,877

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13 23

為替換算調整勘定 5,500 7,683

その他の包括利益合計 5,514 7,706

包括利益 1,356,869 1,946,584

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,356,908 1,946,584

非支配株主に係る包括利益 △39 -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,245,424 1,145,424 1,366,642 △686 3,756,805

当期変動額

新株の発行 -

新株の発行（新株予約

権の行使）
35,484 35,484 70,968

剰余金の配当 -

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,351,394 1,351,394

自己株式の取得 △260 △260

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 35,484 35,484 1,351,394 △260 1,422,102

当期末残高 1,280,909 1,180,909 2,718,036 △947 5,178,907

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算調整勘定

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 - 560 560 47,916 1,652 3,806,935

当期変動額

新株の発行 -

新株の発行（新株予約

権の行使）
70,968

剰余金の配当 -

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,351,394

自己株式の取得 △260

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
13 5,500 5,514 40,876 △1,652 44,738

当期変動額合計 13 5,500 5,514 40,876 △1,652 1,466,840

当期末残高 13 6,061 6,075 88,793 - 5,273,775
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,280,909 1,180,909 2,718,036 △947 5,178,907

当期変動額

新株の発行 2,149,940 2,149,940 4,299,881

新株の発行（新株予約

権の行使）
21,557 21,557 43,114

剰余金の配当 △180,683 △180,683

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,938,877 1,938,877

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 2,171,497 2,171,497 1,758,194 - 6,101,190

当期末残高 3,452,407 3,352,407 4,476,230 △947 11,280,097

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算調整勘定

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 13 6,061 6,075 88,793 - 5,273,775

当期変動額

新株の発行 4,299,881

新株の発行（新株予約

権の行使）
43,114

剰余金の配当 △180,683

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,938,877

自己株式の取得 -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
23 7,683 7,706 91,420 - 99,127

当期変動額合計 23 7,683 7,706 91,420 - 6,200,317

当期末残高 37 13,744 13,781 180,213 - 11,474,093
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,830,616 2,651,615

減価償却費 40,395 51,307

減損損失 - 132,444

のれん償却額 - 12,212

賞与引当金の増減額（△は減少） 102,011 △1,422

転貸損失引当金の増減額（△は減少） 27,077 △10,320

受取利息及び受取配当金 △3,073 △24,086

支払利息 94,047 142,265

持分法による投資損益（△は益） 22,540 1,124

預託金の増減額（△は増加） △958,469 △1,207,072

売上債権の増減額（△は増加） △66,141 △515,525

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,084,837 9,932,430

前渡金の増減額（△は増加） △316,070 △742,255

未払金の増減額（△は減少） 275,440 △201,948

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,255 534,207

クラウドファンディング預り金の増減額（△は
減少）

△680,519 3,558,465

匿名組合出資預り金の増減額（△は減少） 15,994,840 △23,562,410

預り敷金の増減額（△は減少） 121,568 35,017

その他 31,976 610,917

小計 10,427,146 △8,603,029

利息及び配当金の受取額 3,073 23,250

利息の支払額 △92,029 △150,873

法人税等の支払額 △334,309 △683,292

法人税等の還付額 16,716 35

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,020,598 △9,413,909

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300,012 △300,256

定期預金の払戻による収入 200,000 300,075

有形固定資産の取得による支出 △18,268 △73,288

無形固定資産の取得による支出 △676 △125,745

出資金の払込による支出 △49,731 △418,540

関係会社株式の取得による支出 △753,283 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△197,278 -

敷金及び保証金の差入による支出 △4,350 △43,308

その他 △46,608 △15,038

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,170,208 △676,102
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △2,680,359 △62,557

長期借入れによる収入 2,754,878 9,849,947

長期借入金の返済による支出 △1,256,512 △5,857,792

リース債務の返済による支出 △4,274 △4,377

株式の発行による収入 70,968 4,332,473

自己株式の取得による支出 △260 -

配当金の支払額 - △180,484

新株予約権の発行による収入 1,254 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,114,305 8,077,209

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,514 7,699

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,741,599 △2,005,103

現金及び現金同等物の期首残高 7,759,623 15,499,520

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△1,702 -

現金及び現金同等物の期末残高 15,499,520 13,494,416



クリアル株式会社(2998) 2026年３月期 決算短信

－ 13 －

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当連結会計年度においてクリアルアセットマネジメント株式会社を新たに設立、鎌倉青山合同会社の持分を取得

したことから、連結の範囲に含めております。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、資産運用プラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 172.18円 313.15円

１株当たり当期純利益 45.45円 60.56円

潜在株式調整後1株当たり当期純利益 43.63円 59.71円

(注)１．当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産額」、「１株当たり当期純利益」及び

「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」を算定しております。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,351,394 1,938,877

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,351,394 1,938,877

普通株式の期中平均株式数(株) 29,736,304 32,013,998

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 1,235,135 458,865

(うち新株予約権)(株) 1,235,135 458,865

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当期
純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

－ －

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,273,775 11,474,093

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 88,793 180,213

(うち新株予約権(千円)) (88,793) (180,213)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 5,184,982 11,293,879

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数
(株)

30,113,860 36,065,060
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(重要な後発事象)

（ストック・オプションとしての新株予約権の発行）

当社は、2026年５月15日開催の当社取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、

当社の役員及び従業員並びに当社子会社の従業員に対し下記の通り新株予約権を発行することを決議いたしまし

た。

Ⅰ 第９回新株予約権

新株予約権の数（個） 4,100

新株予約権の目的となる株式の種類及び数（株）
当社普通株式 410,000
（新株予約権１個につき100株）

新株予約権の行使価額（円） 新株予約権１個当たり 67,800

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格１株当たり 678
資本組入額１株当たり 339

新株予約権の割当日 2026年６月２日

新株予約権の割当対象者（名）
当社役員 4
当社従業員 30
当社子会社従業員 1

新株予約権の行使期間 2028年６月３日から2032年６月２日

新株予約権の行使の条件 (注)

(注) 新株予約権の行使の条件

(1) 新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社又は当社の子会社若しくは関連会社（以下、

子会社及び関連会社を併せて「関係会社」という）の取締役、監査役、執行役員又は従業員の地位（以下、

「役職員等の地位」という）にあることを要する。ただし、新株予約権者が役職員等の地位を全て喪失す

る前に、役職員等の地位の全喪失後の新株予約権の権利行使につき正当な理由があると取締役会決議によ

り認めた場合は、この限りでない。

(2) 新株予約権者が死亡した場合、その相続人は新株予約権を行使することはできない。ただし、当社取締役

会の決議により特に行使が認められた場合はこの限りではない。

(3) 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、当該新株予約権を行使することができない。

(4) 新株予約権者が当社及び当社の関係会社と競業関係にある会社（当社の関係会社を除く）の役員、従業員、

代理人、嘱託社員（派遣社員を含む）、顧問、相談役、代表者、アドバイザー又はコンサルタントに就い

た場合には、当該新株予約権者は、その有する新株予約権を行使することができない。

(5) 本要項の他の規定にかかわらず、新株予約権者が故意若しくは重過失により当社若しくは当社の関係会社

の社内規程に違反した場合、禁錮以上の刑に処せられた場合、当社若しくは当社の関係会社の社会的信用

を害する行為その他当社若しくは当社の関係会社に対する背信的行為と認められる行為を行った場合、又

は、新株予約権者が不正行為、営業秘密の漏えいその他の故意若しくは重過失による義務違反により当社

若しくは当社の関係会社に対して損害を与えた場合、当該新株予約権者は、その有する新株予約権を行使

することができない。また、これらの事由に該当するか否かを当社が調査している期間、当該新株予約権

者は、その有する新株予約権を行使することができない。

(6) 本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

（自己株式の取得）

当社は、2026年５月15日開催の取締役会において、会社法第459条第１項及び当社定款第40条の規定に基づき、

自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

ストック・オプションの行使に伴い交付する株式に充当するため。資本効率向上とより一層の株主還元のた

め。

２．取得に係る事項の内容

(1)取得対象株式の種類 ：当社普通株式

(2)取得し得る株式の総数 ：410,000株（上限）

(3)株式の取得価額の総額 ：410,000千円（上限）

(4)取得期間 ：2026年５月18日～2026年６月26日

(5)取得方法 ：東京証券取引所における市場買付

①取引一任契約に基づく立会取引市場における市場買付

②自己株式立会外取引（ToSTNeT-3）による市場買付


